
チーク材で出来ていたとある。

　⑤この部分の読み方はハyゼ￥犀上掲書P・μ’に3『りた。

⑤原文1ζは橋畔れかし。余が……’とある。似下にも散亮される’

がe王K対するとき・は’余ぞに代干るにe臣ffの語を以てすることと碍輩◎

　⑦　近代べ1レンア語形‘ま1】3u2u嗜如lhτでう矯力㌔統晶をとるために中欝

語形を用いる。従っで，轡」フナーメの場合でも，その近代語形ンヶト

ラソジュ〈9ayran9＞の代りにチヤ｝ラソグ（ざa勧a筑総）を用いる。　　’

⑲’　geer’dnwsi　’　s　．　Shahnan6h　editedわアSa三三：aficア，v6ユ・va，　’

讐e　heran　195511？．246建画（以下｝動磐．と旧記）zaよびHi8t◎ire　des

R伽dies　P・τ8eβ跡？藁♂毎i慌・灘H・Z・t・nb・rg，P・’ris伽よ

‘P・〈；22f。（以下’！Ehae　Eユまわぼと略認》o、

’（ID　’S．Wikander・：Feuerpriester　in　KZeinaqien’tmd．　xrati．，　w

コ賑u】ad・．1946，芸）南164，c●no3“

＠　E．tHerzfeld：Archaeo20gigche　Mitte“ungen　aus　Z．ra’za

pt／4　“936）　p．28一”Zoroastex　and　his　WorM，Princeton’ @f　947．，・

lP。627ゑ照。．scicよれば繭』ゑτ㌻麟苔r＞N・で惚癌蒼r＞Nartノ訟4。、

⑪了。◎。TaVadia：D‡e瞬㌻七6ユpeargische　Spτache　u“nd　rk”t∈晦

加rder　Z＆ra勲・tri・r，N・i麟朗956，P・，t・4e・h’

謝　辞と 報 告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　　藤　　一　　朗

　昨二本研絶学塑ら派遣されて田中琢（考古学一円〉’，高林藤樹（東洋史專

．攻｝ρ囎と費いまし沼ラ級びアラビアの調四三は課休を糊頓
もので期間も短く資金の面力も決して充分なもあで1まありませんでしたがsl

そ轡らず騨騨轡雫診1の他gmpら警



形絶大の援助を賜k，るiとないこは。実卑することはでき鯉んでし漏ζ

こに深甚の謝意をさ～げたく存じます。

「cとに顛醍野生鵜鵜終鵜指導をいただき鮎熔峨中駈、
岩村’ ｭ衆・珊珊魅・イラン旅行の先達であ綱呼声田光邦の両
氏，資金を提供8れた白木屋の高橋社畏s民主教育協会の理事諸氏，医療晶

を提供された武田引回の諸氏，目章丸便乗の機会を与えられた出光興産の：手

島総務臓及び三縄略恥細船長は髄臼章継嗣響町。外務勧i
井上，山斗：照雨事務官，H本交通AA　klの岡本海外旅行部長s留守申の事務を

担当された岡崎正牽君，鈴木千恵子さんの名前をあげて謝意を表せざるを得

ません魯

　さて吾々は機甲52年7月22．Hj徳山発1海路20臼38亭知賃未明サウデイ

◎アラビアの石油積出港ラヌタヌラ1ζつきました。上等手続上の行違いから傘

　1日船内に待機しましたカ㍉夕刻上陸、親N家マホメツ｝e一サ，レマ￥氏の串．

請に’よって．，この地方の知事でイブソ・・Sfウmp　SEの兄弟ビソ・・　yヤ・79イ

殿下の厚遇にあずかり　ダハラソ飛行場地区にあるエア選峠｝eホテ咽ζ起
　　　　　　　　　　　’
・一t�O入国手続の完了『U「バタン行飛行鞭を待ちまし福この間欄間

ました帆手続の為にいつナ・酵紙から灘があるか予測できませでし

たので，主にホテル肉で待機しました。ただたまたま連絡の，1れました礒本

婦人を妻とするアラムコにつとめる地質学者モジス氏の好意で　氏及びξの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，唱

友人拗鮒フ地区及び半恥部地方で蒐集し社器・麟噸を撮影端
機会をえました窃このよう1こ東アラビアの遺物はアラムコにっとめる地質学

考駅手で蘇肋つつありま9が・発掘幣易膳可されないやうこと．

でした。

　ζのアラビア明野は全くH章丸のスクヂューールの結果でしたがsζΦ為に．

吾々1ま㍗ビ7隅隅畷％灘のタ聴砂肝灘騨・即籾力の獣

妬内側の灘，現糊の鰍蠣からアメ二三生活への獅等をρぷ、

さに附置こと碑舷しf・Sしかし1岬醜ζこ礁鵜過陣門
もあり，geζの騰の経験から帰路のマラビア経齢為にも巌り噸の翻

““ P9S一



揃一遇馳畷癒え蜘ね磁心ζと一躍醤油畑地で輝
イラン・leおける旅程を肺に割愛せねばならぬ’eとになりまし描ζの帰路

に関する不安からもし必要以上にイラン⑳旅程その他を劇ウて充分械1果を一と

げえなかったとしたら，隊長であった私の費任です。

　　8月2◎9ダハラyからアバダyに飛びました8ζの間1時間2’O分。当

rk　IC一一一一泊g翌2f藏ホラムシャー駅から汽車で北上s．22Hタテヘラソにつ

きました、車中アヅンリア入の出潮と自称するバグダードの商人と同席した

φ鱗≒つの想出です。テへうy滞在中はテへ・ラソ大学当局者の好意でユエバ

・一 凵v＝イ・クラブ（外回留学生寮）に起居するeとができ。蹴学に留学中

，の井本英一（京一二）。加賀容三二京大学）両氏に種々世認こなり。爾

後殆ξ吾々と行を共にされた井本氏のたんのうなべ；uyア語が吾々の旅行を

撚二一てくれたか講知れ韓ん・　9・e・はこeで山回使はじめ≠

使鎗の品々1ζ挨捗に行き9滞在及び串国の手続を予め依頼し，蒜冠の人4の

こleずてをつた礼勲館観学・爾の一部媒腰抜轍畔始原
に体を慣れさせる為に数臼を費しました。テヘラン滞在中の庄巻は博物館見

学でしたボ

　8’月27臼早朝タヘラソをたちバスでシラーズに向いましたaこあβ1まイ

貞パムソに泊り，工商の清水氏，外務省の加藤氏の案内で美しいイスパハソ

砿概縮ヶ瀞一・…二一・アツバズの石鵬観軌ま逸・翌
1甘再びバスにゆられて，イラy高原の乎地と丘陵との交錯するパノラマを

あ乞うr眺あながら夕刻シラーズ着，吾々に適当した宿ハーフイーズ。霜テ，レ

にゆました・1とこ噸噸瀦在・吾々髄ヨバ孤嬢足腿ぴ帥た
’が，i，結果ゐ》幽い・つて調査というよ6も見学に近かったかも知れません。とり・

わけ信認心の厚い入々で構成されているこのシラーズのバザAウの講査には

’智々が机kで臨画して砂た時は想像もつかなかった数々の困難が伴い，甲中6

高林両君の集敢な努力ieもかかわらず，始発成果をあげえたとは南さ認ませ

’んefな面々には帰路アラビアに要す面心こと灘えず念頭に軸索

遼の吏駿の調査もぺ・t2セ靭ズどヂクシ腿タムに鰻らぎるをえませんでし

た』かえ．すがえすも残念でしたが。
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　　995HY一ラーズをたち，再びイ・ス・｛・・￥韮こ轡浸して。．6Nテーラソにも．

どりました。この時吾々は丁度遊牧民の移動に行きあし㍉人弓馬。らくだ一e．

羊。山羊φ犬。鶏からなる大部隊の移動を観察することができました？2臼

間にわたるカ£f’ヤソ行を除いて吾々は再びテヘラン大学構内に起居，博物館

。民族博物館，バザー・t／等を見学，両霧は更に美術局e王宮やデマバソ．ド山：

麓にも足をのばしました。テペ。シア1レクその他からの完全な出土晶を多く

蔵するユダヤ人の店も訪れました。吾々．はまた吾国にも来たこと⑱あるファ

〃ギー博士，私の1日友ネガバソ博士の家庭にも招かれ，大使館主催の小宴sl

実学主催のパーティーにも招かれてイラyの学者達と親交を深めました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　’

‘’ X月重，5臼望’ U日にわたるカシヤソ行に吾々はノ、イヤーをやといましたa

「まずレイ，・ヴァ）vミンを訪れ，先史蒔代sササン朝，モyゴタ時代の遺跡を・

訪れ　　拝火教の「沈黙の塔」も見学しました6ヲペ。ンア7レクではギルシぐ
　　’
シ博士登掘のあとをしのび，．帰路の飛行機の利用；e　6さし？かえない程度で土

器片の蒐集を行いました。

　しかしテヘランIC帰ってからS避暑客の帰還の為にテヘラン。アバダン聞

の列車蛋ζ座席を予約するeとが不可能なことがわかり，私の独断で，イスパ

！、ソ経由，空路：アバダγに出ることにしましfc・’このζとによって乏しい資

金をより乏しくしたに違いありません。或いは後になって考えれば，バスを．

利用しでスーサをまわることも可能であったかも知れません。しかし一度バ

冬で旅行した地域を空から眺める機会を孝たというごとは，それなりに意義

がな・かった訳ではないと思います。

　かくて吾々は9月20日朝テヘラン飛行場をたちs正午近くアバタソ着，’

暑気のおとるえぬ当市のホテ7L・，の屋上のペツドでラウド。スピーカ「から流

れてくる説教の声を耳にしながら二泊・22晒びKLMでダ・・．ラソに飛び’
C

．ダこで脚ツ｝・姻ソ氏と再会・再びすべ一（　OP手続晦がひきう虞・

誤れましたaラx夕．ヌラ港のカヌー事務所の一室で待殿・28滋夜入港した

『閑日に29臼乗船，50H出航，1G肋。無事神戸港leて上隆いたしま
墨た。

（研究的な　もしくは印象的なより詳しい報告をする義務を感じて居ります
　　　　　’
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がs今冬以来健康を害して居りますので，他の機会を得たいと思って居りま

す。〉

「マネ幽ジや山の立場からイラン旅行に就いこ（」

高　　林　　藤　　樹

　昨年実施されたイラン学術調糞旅行嫉，畢国の歴史を研究する煮にとって，

現地の風物襯し儲即事騨嫌学習手段は徹ないと晶晶か蠣
にその実現を望まれて居たが，本当に二丁が具体化したのは昭和51年も押

詰ったG2月の末になってからであった。此の年は吉田光邦氏による探険部

戦のイラy旅行を伽，井紙のテーラ、γ大学鮮やプア・三唱即来

訟どあって，頗るイラン熱の昂った年であった．・本会の旅行は元帥雅め・

られ始めてから出発まで殆ど7ク月もカ・・tSって漸く実現したのであったが，

今振り返って毘ると｝馴れぬばかりに随分多くの労力を費した事が知られる費、

当時は嬬充分醗麟払いつρ聯したのであったが・大概噂が二丁tt

で・へま醐当多かった様である・以下・マネージャーの蜥か曙干すtt

ままに色々な問題iこ就いて反省を加えて見たい。

　此の旅行は特に大規模な発掘をする訳でもなく，又，採集等を昌標とした

ものでもなかったから，準備も取り立てて言う程の困難はなかったのである一

が，予算も乏しく経験も無い所から必ずしもスムーズには行かなかった。

先ず計画の最初に当面したのはコーヌの選定であったe、前年は吉田氏の探

除隊．その前年にカヲめム鍛騰力・イランへ行って居り，4れ等諸先輩

の意見は可能繊り広欄い燧考・≒し．f…そ磯果溺究会碓格乃至允

加メyバーの專門も欝酪してジーラーズのバザ幣7レを矛一自標に選び　少い．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
予算と黛数を有効に使うたああまり広く歩かずに重点的調査め出来るように

考えた。往復の交通や現地での生活等iま経験者の助言を容れそのまま踏襲す・

一22一


